
HⅣ抗体検査場面で体験したこと（自由記述）  

ゲイであることを告げると、「あなたハイリスクだわJとあきれ果てながら書わ  
れ、「ハッチン壌Iこも行くの？」と質問された。わずかに知っているゲイ関係の  
知織をもとに、ゲイのことを相当に危険と患っている態度だった。  

3度目の検査の時、「そんな遊びしちやダメじやないJと言われた。自分の健康  
の確隠に棄ているのに、私生活について言われたくないと思った．それ以降、  
捜査に行っていない。  

「検査は税金なので、頻繁lこ何度も検査に乗ないようにJと言われた。  

t伝受付の人に「いかがわしい行為をしてからどの位たってる？jと聞かれた。  

大声で他の職員に「この人HⅣの検査しに乗たんだって。0暗の節昆だった  
よね？」と言われ、みんなにじろじろ見られた。  

廠下で座って潤筆を持っていたとき、検査室での会話が筒抜けで書いた。告  
知を受けている人の名前が聞こえてしまった。  

他の人の検査結果が丸見えだった。友達と一緒に行ったので連番で、友達の  
轄黒も見えてしまった。  

HⅣ抗体検査場面で体験したこと（自由記述）  

物静かな感じの女性が担当で、安心して検査ができました。こちらが緊服し  
ないように、色々な粗放をしてくれたのを覚えています。  

ゲイだと言っても何ら食わることなく、親切にしていただきました。  

ゲイの対応に慣れているようで、タチやネコといった斗悟が使われた時は恥  
ずかしかったけど、話しやすくなった。  

ゲイフレンドリーではあるんだけれども、自分がウケであることが前提で指  
がされた。事実だけど（笑）。  

保健婦のおばちやんから「あなたはそのお‥、タチですか？」と聞かれた時  
には笑いそうになりました（英）。  

験したこと（  由記述）  パンフレットの主旨・訴えて欲しいこと（自由記述）  

「あなた真面目そうな顔して経験多いのね」と女性の医師や看護師に言われ  
たことがある。こいつらには、絶対俺たちの気持ちは理解できないと感じ、何  
も持す必要はないと思った。  

保健所から「ボーナス出た時期だから風俗でも行ってうつされたんでしょ？J  
と言われた。  

20回目の検査の時に回数の多さにTかれてしまったようで、さらに「ハッチン  
壌（「そういう」ところという表現をされた）ぱっかり育っていたら‥・jみたいな  

ことを富われた。そんなの百も承知なんだけれど。それ以降、検査に行って  
いない。  

ゲイであるとわかると、医師が少し戸惑っていた。口調や言葉遭いが変わり、  
rまたかよ」という否定的な雰囲気を封ナた。  

特異を聞きに行ったらみんなと別室に案内され、しかも案内の人が急にt  
轄をかけまくった。その上、担当の医師から「あんた死ぬよjと書された。  

もっと同性愛について書かれているページが多いもの。異性愛者がモれを見  
ても同性愛を軽蔑しないような世明がきちんと書かれている内幸。  

異性愛者・同性愛者の区別なく役に立つもの。「セックスは異性間で行うも  
のJという前提に立たず、異性間のセックスと同性間のセックスが並列に扱わ  
れているもの。同性愛者の＃在が当然のものとして甘受的に扱われているも  
の。  

これまでに見たことのあるパンフレット、広告類lますぺて、異性間の性的樟  

触についてしか触れておらず、自分が性的マイノリティーに属していることを  
強く意識させられる。異性愛だけでなく同性優層にも触れて、なおかつ同性  
愛者に対する偏見のないものが欲しい。  

ゲイの病気じやない、書鳶の病気だと書うこと、それを一般人に判るようにし  
て欲しい。病気の予防啓発も大切だけど、かかってからのケアは闇鰐の視線  
をホ残してできない。かかったらどうなるのか？それをもっと強く訴える（恐怖  

的なものが有ってもいい。   
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慶磨  義 塾大学教授 樽井正義氏  
港町診療所内科専門医 沢田貴志氏 資料  

外国籍HIV陽性者療養支援ハンドブック  

と在βガ虜人のための靡いり汀r．秋芳  

NGOによる個別施策層の支援とその評価に関する研究班  

慶応大学文学部 樽井 正義  港町診療所 沢田 貴志  

1．今なぜ在日外国人か  

報告数の2割が外国人、治療継続ゐ困難、高い死亡率   

→公衆衛生的な課題と人道的な課題  

2．世界のエイズ対策の新しい流れ   

世界エイズ結核マラリア対策基金と“3by5”が産んだもの   

開発途上国での希望と先進国側の支援の責任   

ACCESS for ALL世界エイズ会議 2004年Bangkok  

3．日本での外国人を対象としたエイズ対策 予防介入とケアの向上   

外国人HIV陽性者支援で直面する問題   

a．言葉が通じない   

b．医療費の支払いに困難   

c．支援環境・生活背景がわからない  

d．母国の医療事情がわからない   

⇒外国籍HIV陽性者支援ハンドブックの活用  

4．医療へのアクセスを向上させる現実的な方策   

医療通訳の活用の促進  通訳への研修   

活用できる医療制度の把握  MSWへの研修  

NPOなどの社会資源の活用   

帰国希望者への現地情報の提供   

⇒患者感染者の生活の質の向上が予防の取り組みに寄与   



【資料1】  

「医療相談員のための外国籍HIV陽性者療養支援ハンドブック」目次  

1．在日外国人のHIVをめぐる状況  

2．外国人HIV陽性者支援で直面する問題  

3．支援のための道具箱  

4．母国の医療事情  

5．資料集   

a．人権ガイドライン   

b．医療通訳の心構え（事例）   

c、通訳派遣団体リスト   

d、関連法規  

【資料2】  

医療相談担当者と通訳のための在日外国人HIV陽性者支援研修（プログラム例）  

1．在日外国人のHIVの動向  20分  

2．母国の医療事情～2002年以降の流れ  40分  

3．医療通訳の役割と課題  30分  

4．日本で使える医療制度～事例検討をふまえて 60分  

5．帰国する外国人の支援の実際  20分   



国籍別累積HIV感染者／AIDS  

表2外国人AIDS患者  

甫ナジア  830（46，2％）   

154（21．5％）  

カ  71（9．9％）  
29（4．1％）  

24（8．4％）  

19（2．7％）  

8（1．1％）   

ラテンアメリ  

サハラ以南  
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慶応大学文学部樽井正義氏  
港町診療所沢田貴志氏資料  

帰国す   

骨汎予蹴南野謬りぬ申  

開醐白妙訝電柵嚇  

畳、麿堵ジ霞頼醇絹喧置物眺年度版譲  

¢珍   
特定非営利活動法人  

アフリカ日本協議会  
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